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（昭和２８年８月３１日第三種郵便物認可）

農文協の全集
地域に根ざした食環境が暮らしをつくる

食が生きることの基本だというのは「食べなくては生きられない」
ということだけを意味しているのではない。近ごろでは知育・徳育
・体育に並んで「食育」という明治期の言葉も復活し、その先ごろ、
「基本法」までが制定された。
食のもつ重要な意味は、地域ごとの食環境によって生活（暮らし）
全体のスタイルが形づくられていく、という点にある。永らく栄養
学（栄養素）によってのみ評価されてきた食事を、人間の営みの基
本的要素の一つとしてとらえなおそうというのが農文協の食の分野

の全集群である。
「日本の食生活全集」全５０巻は、昭和初期の庶民のハレとケの食
卓を聞き書きと再現写真によって記録したもの、また「講座 食の
文化」全７巻は１９８０年代から展開された食文化研究の成果の集大成
である。「世界の食文化」は２０カ国・地域の食の歴史と現状の、滞
在暦豊かな筆者による活写である。もち・すしなど料理のジャンル
ごとに一冊とした「ふるさとの家庭料理」もある。

「
日
本
の
食
生
活
全
集
」
全

５０
巻
は
１
９
８
４
年
に
刊
行
を

開
始
し
、
９３
年
に
索
引
巻
『
日

本
の
食
事
事
典
』
２
冊
を
出
し

て
完
結
し
た
。
当
時
、
国
立
民

族
学
博
物
館
教
授
石
毛
直
道
氏

に
よ
っ
て
「
日
本
人
の
食
事
生

活
に
関
す
る
最
大
の
一
次
資
料

で
あ
り
、
食
の
地
域
性
の
比
較

研
究
の
材
料
と
し
て
も
質
が
高

い
」
と
評
価
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
高
い
評
価
を
得

た
源
は
何
よ
り
も
ま
ず
、
こ
の

全
集
の
企
画
・
編
集
方
針
そ
の

も
の
に
探
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
一
端
を
垣
間
見
る
と
、

①
最
大
の
ね
ら
い
は
各
地
域

の
庶
民
の
伝
統
的
食
生
活
の
全

貌
を
歴
史
的
資
料
と
し
て
残
す

こ
と
。

②
そ
の
た
め
に
有
名
料
理
や

い
わ
ゆ
る
日
本
料
理
に
限
定
せ

ず
、
地
域
の
食
べ
も
の
、
食
生

活
の
総
体
を
、
人
び
と
の
暮
ら

し
や
地
域
の
自
然
・
産
業
な
ど

と
関
連
づ
け
て
、
聞
き
書
き
に

よ
っ
て
再
現
す
る
。

③
時
代
設
定
は
大
正
末
か
ら

昭
和
初
期
、
話
者
は
経
済
的
に

平
均
的
な
階
層
の
家
庭
で
、
そ

の
こ
ろ
実
際
に
一
家
の
食
事
作

り
に
携
わ
っ
て
い
た
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
、
聞
き
取
り
・
執
筆
は
そ

の
地
域
を
熟
知
す
る
地
元
の
民

俗
史
家
、
学
芸
員
、
生
活
改
良

普
及
員
、
大
学
・
高
校
の
先
生

な
ど
。

④
各
県
を
歴
史
、
風
土
、
食

材
の
種
類
、
調
理
・
加
工
・
保

存
・
食
べ
方
な
ど
の
地
域
性
等

に
よ
っ
て
五
〜
七
つ
く
ら
い
の

地
域
に
分
け
、
地
域
ご
と
に
聞

き
書
き
す
る
。

⑤
執
筆
に
当
た
っ
て
は
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
食
事
作
り
へ
の
思

い
や
技
法
を
最
大
限
引
き
出

し
、
そ
れ
を
現
在
形
で
書
く
。

栄
養
価
な
ど
現
代
か
ら
見
た
評

価
は
一
切
入
れ
な
い
。

な
ど
だ
。

こ
う
し
た
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

と
方
針
の
下
、
実
際
の
目
次
構

成
は
各
県
各
地
域
と
も
、

１
四
季
の
食
生
活
…
季
節
と
食

材
と
調
理
技
法
と
の
出
合
い
。

家
族
の
希
望
や
季
節
の
行
事
に

添
っ
て
調
理
す
る
そ
の
全
体
像

を
春
夏
秋
冬
、
日
常
朝
昼
晩
の

食
事
と
晴
れ
食
・
行
事
食
に
分

け
て
記
述
。

２
基
本
食
の
加
工
と
料
理
…
そ

の
地
域
の
生
存
の
ベ
ー
ス
に
な

る
穀
物
、
い
も
・
豆
類
な
ど

３
季
節
素
材
の
利
用
法
…
野

菜
、
山
菜
、
魚
貝
類
な
ど
季
節

性
の
強
い
素
材
の
食
べ
方
、
保

存
法

４
伝
承
さ
れ
る
味
覚
…
発
酵
食

品
や
調
味
料
的
食
品
。
地
域
で

培
わ
れ
て
き
た
味
覚
の
ベ
ー
ス

５
○
○
地
域
の
食
、
自
然
、
農

業
…
以
上
を
支
え
た
地
域
の
自

然
、
風
土
、
農
林
漁
業
の
連
関

と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
人
の

一
生
と
食
、
県
全
体
の
食
の
特

徴
と
背
景
で
締
め
く
く
っ
て
い

る
。か

く
し
て
日
本
人
の
食
事
の

総
体
を
全
国
的
な
規
模
で
、
共

時
的
に
、
共
通
の
表
現
方
法
に

よ
っ
て
表
わ
し
た
本
全
集
は
、

索
引
巻
２
冊
に
よ
っ
て
さ
ら
に

充
実
し
た
。
こ
の
『
日
本
の
食

事
事
典
』
二
冊
は
一
万
五
千
種

に
の
ぼ
る
料
理
、
保
存
食
な
ど

を
素
材
別
、
つ
く
り
方
・
食
べ

方
別
、
人
生
の
節
目
、
薬
効
、

野
菜
の
地
方
品
種
な
ど
六
つ
の

角
度
か
ら
博
捜
で
き
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
。

「
日
本
の
食
生
活
全
集
」
全

５０
巻
は
、
地
域
を
愛
し
、
日
本

の
自
然
と
食
事
を
誇
り
に
思

い
、
伝
統
を
現
代
に
生
か
し
発

展
さ
せ
よ
う
と
願
う
す
べ
て
の

人
び
と
の
、
末
永
い
心
の
糧
に

な
る
で
あ
ろ
う
。

「
食
の
文
化
」
の
本
質
は
、

農
学
、
調
理
学
、
生
理
学
、
栄

養
学
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、「
食

べ
も
の
や
食
事
に
対
す
る
態
度

を
決
め
て
い
る
精
神
の
な
か
に

ひ
そ
む
も
の
、
す
な
わ
ち
人
び

と
の
食
物
に
関
す
る
観
念
や
価

値
の
体
系
で
あ
る
と
い
え
る
」

（
石
毛
直
道
・
監
修
の
こ
と
ば

か
ら
）。

第
１
巻
「
人
類
の
食
文
化
」

吉
田
集
而
編
著

人
類
史
を
基

底
に
据
え
て
食
文
化
の
地
域
的

多
様
性
を
提
示
し
、
本
講
座
全

体
の
思
潮
を
明
確
に
す
る
。

第
２
巻
「
日
本
の
食
事
文
化
」

熊
倉
功
夫
編
著

日
本
型
食
生

活
の
成
立
・
特
徴
を
、
外
来
文

化
の
受
容
・
選
択
・
変
容
・
融

合
の
プ
ロ
セ
ス
で
捉
え
る
。

第
３
巻
「
調
理
と
食
べ
も
の
」

杉
田
浩
一
編
著

生
活
文
化
の

創
造
に
か
か
わ
る
調
理
の
文
化

的
意
味
を
解
明
し
、
そ
の
伝
承

と
変
容
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
迫

る
。

第
４
巻
「
家
庭
の
食
事
空
間
」

山
口
昌
伴
編
著

食
べ
る
営
み

と
社
会
構
造
と
の
か
か
わ
り
、

台
所
仕
事
と
そ
の
道
具
に
込
め

ら
れ
た
価
値
観
を
探
究
す
る
。

第
５
巻
「
食
の
情
報
化
」

井
上
忠
司
編
著

食
生
活
の
あ

大
変
化
を
食
の
社
会
化
・
情
報

化
の
視
点
か
ら
迫
り
、
現
代
人

の
食
事
マ
ナ
ー
観
に
及
ぶ
。

第
６
巻
「
食
の
思
想
と
行
動
」

豊
川
裕
之
編
著

食
の
東
西
思

想
、医
術
と
し
て
の
栄
養
思
想
、

生
態
学
か
ら
み
た
食
行
動
、
食

の
タ
ブ
ー
へ
の
大
胆
な
提
起
。

第
７
巻
「
食
の
ゆ
く
え
」

田
村
眞
八
郎
・
井
上
如
編
著

社
会
構
造
の
変
化
と
技
術
・
シ

ス
テ
ム
の
進
展
の
両
面
か
ら
食

の
未
来
を
大
胆
に
推
測
。
新
基

軸
の
索
引
と
文
献
目
録
付
き
。

聞
き
取
り
調
査
の
よ
う
す

料
理
別
・
テ
ー
マ
別
に
全
国

の
伝
統
料
理
を
全
巻
カ
ラ
ー
ペ

ー
ジ
・
聞
き
書
き
で
再
現
。
解

説
・
奥
村
彪
生

【
料
理
別
編
】
①
す
し

な
れ

ず
し
②
混
ぜ
ご
は
ん

か
て
め

し
③
雑
炊

お
こ
わ

変
わ
り

ご
は
ん
④
そ
ば

う
ど
ん
⑤
も

ち

雑
煮
⑥
だ
ん
ご

ち
ま
き

⑦
ま
ん
じ
ゅ
う

お
や
き

お

は
ぎ
⑧
漬
け
も
の
⑨
あ
え
も
の

⑩
鍋
も
の

汁
も
の

【
テ
ー
マ
別
編
】
⑪
春
の
お
か

ず
⑫
夏
の
お
か
ず
⑬
秋
の
お
か

ず
⑭
冬
の
お
か
ず
⑮
乾
物
の
お

か
ず
⑯
味
噌

豆
腐

納
豆
⑰

魚
の
漬
込
み

干
も
の

佃
煮

塩
辛
⑱
日
本
の
朝
ご
は
ん
⑲

日
本
の
お
弁
当
�２０
日
本
の
正
月

料
理

【
別
巻
】
祭
り
と
行
事
の
ご
ち

そ
う

２
中
国

近
年
め
ま
ぐ
る
し
い

変
化
を
見
せ
る
各
地
の
食
材
と

調
理
を
活
写
す
る
。

３
モ
ン
ゴ
ル

夏
は
白
（
乳
製

品
）、
冬
は
赤
（
ヒ
ツ
ジ
肉
）

の
遊
牧
民
の
食
卓
。

４
ベ
ト
ナ
ム
他

米
と
魚
醤
の

地
、
東
南
ア
ジ
ア
の
食
を
現
地

踏
査
す
る
。

５
タ
イ

庶
民
の
１
日
の
食
事

を
追
っ
て
見
え
て
く
る
も
の
。

７
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
他

多
民

族
国
家
で
試
み
ら
れ
る
新
し
い

食
多
様
化
の
実
験
。

９
ト
ル
コ

歴
史
を
遡
っ
て

「
世
界
三
大
料
理
」
の
源
を
探

る
。
レ
シ
ピ
も
豊
富
。

１１
ア
フ
リ
カ

大
陸
に
ほ
ぼ
共

通
す
る
「
食
の
三
大
原
則
」
発

見
。

１２
ア
メ
リ
カ

先
住
民
の
食
か

ら
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
以
後
ま
で

を
詳
細
に
た
ど
る
。

１５
イ
タ
リ
ア

マ
ン
マ
の
味
・

パ
ス
タ
を
愛
し
て
や
ま
な
い
理

由
を
探
り
当
て
る
旅
。

１８
ド
イ
ツ

ソ
ー
セ
ー
ジ
と
ジ

ャ
ガ
イ
モ
だ
け
で
な
い
豊
か
な

地
方
料
理
。

２０
極
北

先
住
諸
民
族
の
伝
統

食
と
変
容
す
る
食
の
現
在
を
見

る
。

日本の食文化に関する
質量とも最大のデータベース

協文農

日
本
の
食
生
活
全
集

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
版

●
１
２
０
０
０
０
円

全
集
５０
巻
分
の
全
デ
ー
タ
を
収

録
。カ
ラ
ー
写
真
１
２
０
０
０
枚
。

全
国
す
し
比
べ
、
雑
煮
比
べ
、
各

都
道
府
県
ご
と
の
食
生
活
研
究
な

ど
、
多
彩
な
検
索
機
能
で
思
い
ど

お
り
に
実
現
。
画
期
的
な
食
文
化

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
。

価格は税込ご注文は

全
５０
巻

日
本
の
食
生
活
全
集

各
都
道
府
県
編
＋
ア
イ
ヌ
の
食
事
＋
索
引
２
巻

Ａ
５
判
・
上
製
、
平
均
３
５
０
頁
、
カ
ラ
ー
口
絵
付

●
各
２
９
０
０
円
、
揃
価
１
４
５
０
０
０
円

聞
き
書

ふ
る
さ
と
の
家
庭
料
理

全
２０
巻
・
別
巻
１

Ａ
５
判
・
上
製
、

●
各
２
５
０
０
円
、
別
巻
３
０
０
０
円
、
揃

価
５
３
０
０
０
円

全
集

世
界
の
食
文
化

全
２０
巻
・
既
刊
１１
巻

監
修
・
石
毛
直
道
、

Ａ
５
判
・
上
製
、
平
均
２
８
０
頁

●
各
３
２
０
０
円
、
揃
価
６
４
０
０
０
円

講
座

食
の
文
化

全
７
巻

監
修
・
石
毛
直
道
、
菊
判
・
上
製
、

平
均
４
３
０
頁

●
各
６
８
０
０
円
、
揃
価
４
７
６
０
０
円

食

日
本
の
食
生
活
全
集

全
５０
巻
・
都
道
府
県
別
編
集

Ａ
５
判
・
上
製
、
平
均
３
５
０
頁
、
カ
ラ
ー
口
絵

付

●
各
２
９
０
０
円
、
揃
価
１
４
５
０
０
０
円

食
で
深
ま
る
家
族
の
絆
。日
本
人
の
い
の
ち
の
記
録

そ
の
地
の
自
然
と
暮
ら
し
の
積
み
重
ね
に
育
ま
れ
た〈
食
事
〉の
あ
り
よ
う
。今
、失
わ

れ
つ
つ
あ
る
そ
の
本
来
の
姿
を
、
各
地
の
古
老
か
ら
の
地
道
な
「
聞
き
書
」
と
再
現

写
真
で
記
録
し
た
壮
大
な
食
の
民
俗
誌
。●

日
本
の
庶
民
の
食
の
原
形
を
記
録
…
昭
和

初
期
頃
の
、
戦
争
に
よ
る
混
乱
、
戦
後
の
洋

風
化
を
経
る
以
前
の
食
生
活
の
記
録

●
各
都
道
府
県
別
編
集
…
「
聞
き
書

岩
手

の
食
事
」「
聞
き
書

京
都
の
食
事
」
と
い

っ
た
タ
イ
ト
ル
で
１
冊
に
ま
と
め
、「
ア
イ

ヌ
の
食
事
」、
索
引
２
巻
を
加
え
全
５０
巻
と

し
た
。

●
取
材
対
象
者
が
高
齢
の
た
め
、
最
初
に
し

て
最
後
の
企
画
…
全
国
五
千
人
か
ら
聞
き
取

り
し
た
世
界
に
も
例
の
な
い
記
録
。

●
四
季
折
々
、
朝
昼
晩
の
献
立
、
晴
れ
食
、

行
事
食
、
薬
効
の
あ
る
食
べ
物
、
救
荒
食
ま

で
細
か
に
記
録
。

本
全
集
の
初
回
配
本

聞
き
書

岩
手
の
食
事

作
家
・
富
岡
多
恵
子
氏
が
、「
も
の
を
食

べ
て
」
生
き
る
事
実
に
文
学
的
感
動
を
お

ぼ
え
る
、
と
激
賞
。

住
井
す
ゑ

「
日
本
の
食
生
活
全
集
」
は
文
化
の
黄
金
（
き

ん
）
脈
を
掘
り
あ
て
た
…
と
私
は
言
い
た
い
。
人
々
は
そ

こ
に
は
じ
め
て
日
本
の
歴
史
の
真
の
姿
を
見
る
だ
ろ
う
。

沢
村
貞
子

二
十
年
あ
ま
り
の
こ
の
研
究
の
あ
と
を
私
は

大
切
に
た
ど
っ
て
い
こ
う
―
健
や
か
に
生
き
、
暮
し
を
楽

し
む
た
め
に
…
。

井
上
ひ
さ
し

日
本
文
化
、
日
本
人
の
い
の
ち
が
か
た
ち

を
変
え
た
大
百
科
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。

中
島
梓

「
日
本
の
食
生
活
全
集
」
は
な
か
な
か
衝
撃
的

な
ド
ラ
マ
を
は
ら
ん
で
い
る
。

石
毛
直
道

明
治
以
前
か
ら
連
綿
と
続
い
て
き
た
日
本
人

の
食
生
活
に
関
す
る
質
量
と
も
に
最
大
の
記
録
集
。

色
川
大
吉

多
く
の
学
問
分
野
で
、
他
に
類
の
な
い
価
値

あ
る
仕
事
と
な
ろ
う
。

農文協〒１０７―８６６８ 東京都港区赤坂７―６―１ �０３（３５８５）１１４１ FAX．０３（３５８９）１３８７ URL=http : //www.ruralnet.or.jp/

（８）第２００５号出 版 ダ イ ジ ェ ス ト

各界からの反響

２００５年（平成１７年）６月２０日
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（昭和２８年８月３１日第三種郵便物認可）
近
代
栄
養
学
は
減
塩
の
た
め

に
味
噌
汁
を
敵
視
し
、
カ
ル
シ

ウ
ム
の
た
め
に
牛
乳
を
薦
め
る

な
ど
の
要
素
主
義
を
繰
り
返
し

て
き
た
。
だ
が
食
事
は
栄
養
素

の
寄
せ
集
め
で
は
な
い
。
風
土

と
歴
史
が
積
み
重
ね
て
き
た

「
生
き
る
た
め
の
文
化
」
で
あ

り
、
だ
か
ら
こ
そ
地
域
ご
と
に

個
性
的
な
食
文
化
が
成
立
し

た
。外

国
人
が
驚
い
た
江
戸
・
明

治
の
日
本
人
の
壮
健
さ
、
病
気

の
状
態
ば
か
り
教
え
て
健
康
を

学
ぶ
機
会
の
な
い
医
学
教
育
な

ど
、
栄
養
と
健
康
の
常
識
の
陥

穽
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
、

地
域
性
に
立
脚
し
た
「
身
土
不

二
の
科
学
」
を
明
ら
か
に
し
た

名
著
。

動
物
と
し
て
の
ヒ
ト
の
食
性

と
、
民
族
の
歴
史
と
風
土
の
調

和
と
し
て
の
食
文
化
。
そ
の
エ

コ
ロ
ジ
カ
ル
な
調
和
を
持
続
さ

せ
る
の
は
一
人
ひ
と
り
の
毎
日

の
食
事
を
ま
か
な
う
「
食
術
」

で
あ
る
。
だ
が
、
現
代
若
者
の

食
生
活
や
栄
養
指
導
、
学
校
給

食
な
ど
は
「
食
術
」
を
豊
か
に

す
る
方
向
に
な
っ
て
い
な
い
。

食
と
か
ら
だ
の
不
調
和
が
ア
レ

ル
ギ
ー
、
ガ
ン
、
白
内
障
な
ど

の
要
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

実
例
を
挙
げ
つ
つ
検
証
し
、
食

文
化
再
興
の
方
向
を
提
示
す

る
。

風
土
の
強
い
影
響
を
受
け
た

そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
農
業
。
そ
れ

と
一
体
的
に
長
い
歴
史
の
中
で

形
成
・
伝
承
さ
れ
て
き
た
文
化
。

日
・
欧
・
中
・
韓
そ
れ
ぞ
れ
の

国
の
食
の
土
台
を
見
つ
め
直

す
。
南
北
農
業
の
違
い
の
上
に

国
・
地
域
別
の
歴
史
的
文
化
的

差
異
が
散
り
ば
め
ら
れ
た
欧

州
。「
十
年
九
旱
」
と
言
わ
れ

る
厳
し
い
自
然
条
件
と
戦
乱
の

歴
史
の
中
で
貪
欲
で
重
層
的
な

文
化
を
形
成
し
た
中
国
な
ど
、

世
界
固
有
の
食
の
歴
史
を
農
の

視
点
か
ら
見
つ
め
、
未
来
へ
向

け
て
「
主
張
の
あ
る
食
事
」
を

提
言
す
る
。

食
は
素
材
の
生
産
・
流
通
・

加
工
・
調
理
・
摂
取
の
一
連
の

過
程
で
あ
り
、
そ
の
国
の
自
然

・
経
済
・
文
化
の
反
映
と
し
て

存
在
す
る
。
文
化
は
食
を
持
続

さ
せ
、
経
済
は
食
を
変
貌
さ
せ

る
動
因
で
あ
る
。
近
代
化
が
進

む
中
国
の
食
。
伝
統
的
な
家
庭

料
理
と
外
国
料
理
の
受
容
が
進

む
外
食
と
イ
メ
ー
ジ
先
行
の
補

身
食
（
薬
食
同
源
）
が
渾
然
と

す
る
韓
国
。
都
市
化
と
経
済
成

長
の
中
で
宮
廷
料
理
が
普
及
し

庶
民
の
食
を
変
え
て
い
く
タ

イ
。
そ
し
て
日
本
は
？

東
ア

ジ
ア
の
経
験
を
解
析
し
て
食
の

未
来
を
展
望
す
る
。

現
代
の
食
生
活
は
「
画
一
的

で
ば
ら
ば
ら
」。
そ
こ
か
ら
生

じ
る
諸
問
題
へ
の
対
策
と
し
て

各
国
で
出
さ
れ
た
の
が
食
生
活

指
針
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ド
イ

ツ
、
米
な
ど
六
つ
の
外
国
と
農

水
・
厚
生
両
省
、
長
野
県
の
指

針
を
読
む
。
８０
年
代
か
ら
提
唱

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
日
本

型
食
生
活
」
を
本
当
に
豊
か
で

健
康
な
食
生
活
の
指
針
と
す
る

に
は
、
村
や
町
な
ど
地
域
小
集

団
に
お
け
る
自
助
努
力
が
欠
か

せ
な
い
と
い
う
主
張
は
、
地
産

地
消
時
代
に
こ
そ
重
い
意
味
を

持
つ
。

水
稲
と
魚
を
ベ
ー
ス
に
土
着

型
食
文
化
を
築
い
た
ア
ジ
ア
、

不
足
す
る
家
畜
の
エ
サ
を
新
大

陸
に
求
め
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
肉

食
文
化
。
南
の
国
々
が
後
者
の

食
を
指
向
し
て
い
け
ば
、
世
界

的
な
穀
物
不
足
は
必
至
。
で
は

ど
う
す
る
？

食
の
宝
庫
で
あ

る
沿
岸
漁
場
を
次
々
と
つ
ぶ
し

て
き
た
戦
後
日
本
の
姿
を
百

年
、
千
年
の
ス
ケ
ー
ル
で
見
つ

め
直
し
て
、
こ
の
列
島
に
千
年

住
み
つ
づ
け
ら
れ
る
た
め
に
、

新
た
な
食
の
デ
ザ
イ
ン
を
提
唱

す
る
。
長
く
日
本
鯨
類
研
究
所

で
捕
鯨
擁
護
の
論
陣
を
張
っ
て

き
た
著
者
の
渾
身
の
一
冊
。

韓
国
の
日
本
料
理
店
で
鰻
の

蒲
焼
を
頼
む
と
店
員
が
ハ
サ
ミ

で
切
っ
て
チ
シ
ャ
の
葉
に
包
ん

で
く
れ
る
。
逆
に
韓
国
の
人
は

日
本
の
韓
国
料
理
店
を
見
て
韓

国
の
焼
肉
と
は
全
然
違
う
と
思

う
。
彼
の
地
で
は
ジ
ン
ギ
ス
カ

ン
の
よ
う
な
鍋
で
肉
を
焼
く
の

だ
。身

近
な
食
の
話
題
で
文
化
の

受
容
と
変
容
を
読
み
解
く
文
化

人
類
学
の
手
法
が
効
果
的
で
、

一
気
に
読
み
通
せ
る
。す
る
と
、

違
い
を
踏
ま
え
た
上
で
の
相
互

理
解
の
道
が
見
え
て
く
る
。
そ

れ
は
自
ら
の
文
化
を
よ
り
深
く

理
解
す
る
道
で
も
あ
る
。

副
題
は
「
和
牛
礼
賛
」。
日

本
に
も
独
自
の
肉
食
文
化
が
あ

っ
た
こ
と
を
示
す
。彦
根
牛（
の

ち
に
近
江
牛
）
は
江
戸
時
代
か

ら
公
認
さ
れ
珍
重
さ
れ
て
い
た

こ
と
。
牛
肉
も
「
か
し
わ
」
も

煮
る
文
化
の
日
本
で
、
焼
い
て

こ
そ
お
い
し
い
ブ
ロ
イ
ラ
ー
が

過
小
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

牛
肉
と
日
本
人
を
語
り
な
が

ら
、
歴
史
と
風
土
が
生
ん
だ
食

文
化
へ
の
愛
着
・
信
頼
を
新
た

に
し
、
多
様
化
す
る
現
代
人
の

食
生
活
の
中
で
和
牛
の
生
き
残

り
の
方
向
を
探
る
。

静
岡
県
を
流
れ
る
大
井
川
。

こ
こ
を
境
に
食
文
化
の
明
瞭
な

違
い
が
あ
る
。「
お
に
ぎ
り
」

か
「
お
む
す
び
」
か
。
に
ぎ
り

寿
司
か
ち
ら
し
寿
司
か
。
鰻
は

背
開
き
か
腹
開
き
か
な
ど
、
日

本
の
東
西
の
食
文
化
の
違
い
か

ら
、
西
の
照
葉
樹
林
文
化
と
東

の
ブ
ナ
林
文
化
の
違
い
ま
で
が

見
え
て
く
る
。

著
者
は
長
く
静
岡
特
産
の
お

茶
の
振
興
に
努
め
た
研
究
者
。

「
日
本
の
ま
ん
な
か
」
の
小
さ

な
村
の
食
の
情
景
か
ら
、
複
雑

で
豊
か
な
日
本
の
食
文
化
の
全

体
像
を
描
い
た
秀
作
。

敗
戦
の
年
、
静
岡
県
が
配
布

し
た
食
料
難
時
代
の
サ
バ
イ
バ

ル
集
。
ど
ん
ぐ
り
、
と
ち
、
か

や
、
か
ら
す
う
り
か
ら
五
七
種

類
の
食
用
野
草
の
食
べ
方
。
菜

種
や
ご
ま
な
ど
の
搾
油
法
。
は

と
麦
、
高
粱
（
こ
う
り
ゃ
ん
）

の
食
べ
方
も
今
と
な
っ
て
は
貴

重
。
自
給
塩
の
作
り
方
は
簡
単

な
仕
掛
か
ら
大
掛
か
り
な
も
の

ま
で
四
通
り
の
方
法
を
紹
介
し

て
い
る
。本
書
を
い
ま
見
る
と
、

自
然
を
す
み
ず
み
ま
で
生
か
す

知
恵
の
宝
庫
で
あ
る
。
地
元
で

は
子
ど
も
た
ち
の
環
境
教
育
・

自
然
体
験
活
動
の
テ
キ
ス
ト
に

な
っ
て
い
る
。

雑
誌
「
食
の
科
学
」
の
名
物

編
集
長
が
飽
食
日
本
の
食
文
化

を
な
で
切
り
に
し
た
。
つ
く
る

食
文
化
か
ら
遊
離
し
て
、
食
べ

る
だ
け
に
な
っ
た
食
文
化
の
虚

像
性
を
暴
く
。
だ
が
、
本
書
は

単
に
諧
謔
に
満
ち
た
風
刺
の
書

で
は
な
い
。「
旨
味
文
化
は
世

界
的
に
は
孤
高
の
味
」「
湿
気

が
生
ん
だ
日
本
文
化
」
な
ど
の

意
表
を
突
く
視
点
の
背
後
に
、

「
つ
く
る
」
と
「
食
べ
る
」
が

一
体
と
な
っ
て
い
た
時
代
の
食

文
化
へ
の
愛
着
が
の
ぞ
く
。
食

文
化
の
�
失
わ
れ
た
十
年
�
の

あ
と
に
取
り
戻
す
べ
き
も
の
が

示
唆
さ
れ
て
い
る
。

プ
ラ
ト
ン
『
理
想
国
』
か
ら

井
上
ひ
さ
し
『
吉
里
吉
里
人
』

ま
で
、
古
今
東
西
の
ユ
ー
ト
ピ

ア
文
学
を
食
と
農
業
の
視
点
か

ら
見
た
異
色
の
書
。
俎
上
に
は

他
に
ト
ー
マ
ス
・
モ
ア
、
フ
ラ

ン
シ
ス
・
ベ
ー
コ
ン
、
北
一
輝
、

宮
澤
賢
治
、
ア
ー
サ
ー
・
ク
ラ

ー
ク
な
ど
。
い
わ
ば
人
類
五
千

年
の
想
像
力
の
中
に
食
と
農
の

理
想
形
を
探
訪
し
た
。
そ
の
結

論
は
？

著
者
が
感
じ
る
老
子

『
小
国
寡
民
』へ
の
親
近
感
は
、

進
歩
を
渇
望
す
る
グ
ロ
ー
バ
リ

ズ
ム
か
ら
地
域
ご
と
の
個
性
に

足
る
を
知
る
時
代
へ
の
転
換
の

予
兆
で
あ
る
。

生活文化の豊かさ、奥深さ協文農

聞き書

ふ
る
さ
と
の

家
庭
料
理

日
本
人
の
食
卓
と
暮
ら
し
の
原
風
景

昭
和
の
初
め
の
料
理
を
カ
ラ
ー
写
真
で
再
現
。

そ
の
地
な
ら
で
は
の
一
品
一
品
を
、
暮
ら
し
の

「
物
語
」
と
と
も
に
全
国
五
千
人
の
古
老
か
ら

細
や
か
に
聞
き
書
き
。

●
Ａ
５
判
・
上
製
、
各
２
５
０
０
円
、
揃
価
５

３
０
０
０
円

解
説
・
奥
村
彪
生

各
巻
ご
と
に
各
料
理
を
全

国
的
・
歴
史
的
視
点
か
ら
解
説
。料
理
が
生
ま
れ

た
背
景
や
、
地
域
特
有
の
食
文
化
へ
の
理
解
を

深
め
る
。

【
料
理
別
編
】

�１
す
し

な
れ
ず
し

�２
混
ぜ
ご
は
ん

か
て
め
し

�３
雑
炊

お
こ
わ

変
わ
り
ご
は
ん

�４
そ
ば

う
ど
ん

�５
も
ち

雑
煮

�６
だ
ん
ご

ち
ま
き

�７
ま
ん
じ
ゅ
う

お
や
き

お
は
ぎ

�８
漬
け
も
の

�９
あ
え
も
の

�１０
鍋
も
の

汁
も
の

【
テ
ー
マ
別
編
】

�１１
春
の
お
か
ず

�１２
夏
の
お
か
ず

�１３
秋
の
お
か
ず

�１４
冬
の
お
か
ず

�１５
乾
物
の
お
か
ず

�１６
味
噌

豆
腐

納
豆

�１７
魚
の
漬
込
み

干
も
の
佃
煮

塩
辛

�１８
日
本
の
朝
ご
は
ん

�１９
日
本
の
お
弁
当

�２０
日
本
の
正
月
料
理

別
巻

祭
り
と
行
事
の
ご
ち
そ
う

３
０
０
０
円

講
座

食
の
文
化

【
全
７
巻
】
監
修
・
石
毛
直
道
、
発
行
・
味

の
素
食
の
文
化
セ
ン
タ
ー
「
日
常
茶
飯
事
」

の
文
化
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
解
剖
。
人
間

の
食
の
豊
か
さ
、
多
様
性
を
様
々
な
分
野
か

ら
の
学
際
的
研
究
で
明
ら
か
に
す
る
「
食
の

文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」１６
年
の
成
果
を
集
大
成
。

菊
判
・
上
製
●
各
６
８
０
０
円
、
揃
価
４
７

６
０
０
円

�１
人
類
の
食
文
化

吉
田
集
而
編

�２
日
本
の
食
事
文
化

熊
倉
功
夫
編

�３
調
理
と
た
べ
も
の

杉
田
浩
一
編

�４
家
庭
の
食
事
空
間

山
口
昌
伴
編

�５
食
の
情
報
化

井
上
忠
司
編

�６
食
の
思
想
と
行
動

豊
川
裕
之
編

�７
食
の
ゆ
く
え

田
村
眞
八
郎
・
井
上
如
編

価格は税込ご注文は

食
と
健
康
を
地
理
か
ら
み
る
と

島
田
彰
夫
著

Ｂ
６
判
、
２
４
８
頁
●
１
５
０
０
円

食
と
か
ら
だ
の
エ
コ
ロ
ジ
ー

島
田
彰
夫
著

Ｂ
６
判
、
２
３
２
頁
●
１
７
４
０
円

食
文
化
の
形
成
と
農
業

戸
田
博
愛
著

Ａ
５
判
、
４
２
８
頁
●
４
２
０
０
円

肉
食
文
化
と
魚
食
文
化

長
崎
福
三
著

Ｂ
６
判
、
２
１
０
頁
●
１
７
４
０
円

「
食
生
活
指
針
」の
比
較
検
討

豊
川
裕
之
著

Ｂ
６
判
、
１
９
６
頁
●
１
３
６
５
円

食
生
活
の
表
層
と
底
流

「
全
集

世
界
の
食
料

世
界
の
農
村
」第
２２
巻

吉
田

忠
他
著Ａ５

判
、
２
４
４
頁
●
３
２
０
０
円

日
本
の
焼
肉

韓
国
の
刺
身

朝
倉
敏
夫
著

Ｂ
６
判
、
２
０
０
頁
●
１
９
５
０
円

牛
肉
と
日
本
人

吉
田

忠
著

Ｂ
６
判
、
２
２
４
頁
●
１
６
５
０
円

東
西
の
食
文
化

大
石
貞
男
著

Ｂ
６
判
、
２
２
４
頁
●
１
６
８
０
円

ユ
ー
ト
ピ
ア
と
食
生
活

田
村
真
八
郎
著四六

判
、
２
７
８
頁
●
１
６
８
０
円

ニ
ッ
ポ
ン
劣
等
食
文
化

山
路

健
著

Ｂ
６
判
、
２
４
４
頁
●
１
４
０
０
円

復
刻

昭
和
二
十
年
八
月
食
生
活
指
針

静
岡
県
著
、
豊
川
裕
之
他
解
題

Ｂ
６
判
、
２
４
０
頁
●
１
６
０
０
円
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